
 

「産学連携知的財産アドバイザー派遣事業」について 
 

○⽶⽥ 則篤 （和歌⼭⼤学 産学連携イノベーションセンター URA 室） 
 
１．はじめに 
 和歌⼭⼤学 産学連携イノベーションセンターでは研究成果の特許化に関して弁理⼠資格
を持った専⾨の知財担当職員を配置し, 株式会社ＴＬＯ京都と連携しながら研究者の特許出
願及び特許利⽤に関する様々な業務に対応している． 
 知財の有効利⽤促進のため,平成３１年４⽉に採択された,INPIT「産学連携知的財産アドバ
イザー派遣事業(プロジェクト⽀援 A 型)」で派遣されている前⽥客員教授と共に知財の事業
化に向けたプロジェクトを⾏なってきた. 
前回は「中⼩企業等知財分析レポートを⽤いたマッチング調査事業」の事例について紹介し
たが、今回は産学連携知的財産アドバイザー派遣事業(プロジェクト⽀援 A 型)」の事例につ
いて紹介する. 
 
２．概要 
「産学連携知的財産アドバイザー派遣事業」は,INPIT(独⽴⾏政法⼈⼯業所有権情報・研修館)

が平成 28 年度から実施している,地⽅創⽣に資する⼤学等の活動を促進するため,産学連携・
知財活動を展開する⼤学に知的財産の専⾨家である産学連携知的財産アドバイザーを派遣し, 
事業化を⽬指すプロジェクトの知的財産マネジメントを⽀援する取り組みである.⼤学のシー
ズをもとに事業化を⽬指す“産学連携型”のプロジェクトが複数存在し,それらの事業化によっ
て地⽅創⽣に貢献しようとしている⼤学を対象にした「プロジェクト⽀援Ａ型」と産学連携
による事業化プロジェクトの形成には⾄っていないものの,有望なシーズが複数存在し、それ
らの事業化によって地⽅創⽣に貢献しようとしている⼤学が対象の「プロジェクト⽀援Ｂ型」
の 2 つのプログラムから構成されている. 
 

    
      図 1.事業の推進形態             図 2.令和 3 年度実施校 
 

 
図 3.⽀援概要 
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和歌⼭⼤学では平成 31年 4⽉より,発明推進協会より派遣された, 前⽥ 英男 客員教授とと
もに幾つかの特許出願済の研究シーズの事業化について⾏なって来た。 
◆平成 31年度〜令和 2 年度 
約 10 名の候補教員にヒアリング,研究シーズ内容と商品化に向けた課題,可能性などをヒアリ
ング,以下２つのプロジェクトを選定した. 
1)「⽣体情報推定技術を基盤とする⽣体情報推定装置の開発」 
2)「半導体量⼦ドットを⽤いた光応⽤に関する研究」 

 
図 4.商品化プロセス抜粋(1) 

また上記２つに加え新たに商品化に向けた共同研究が開始された「中空銀ナノ粒⼦応⽤に関
する研究」, 「⽣理活性糖鎖の合成とその応⽤の事業化」も特許調査、共同特許出願⽀援など
を並⾏して⾏なった。 
◆令和 3年度(最終年度) 
教員の退職,共同研究の終了及び新規商品化の案件が出たので,プロジェクトを⼊替え以下２
つに変更した. 
「⽣理活性糖鎖の合成とその応⽤の事業化」 
「半導体量⼦ドットを⽤いた光応⽤に関する研究」 
3.気づき 
 今回の取り組みを通じて⼤学研究シーズの社会還元(商品・事業化)については,いくつもの
解決すべき課題があることがわかった.ここでは今回気づいたポイントを以下に記す. 
◆特許取得済の(研究開発成果)製法でも実際に⼤量⽣産する上で開発していく段階で,他社の
特許に抵触する可能性がある＝該当特許侵害調査を⾏い,何が出来て,何が出来ないのか明確
にする.また逆に新たに開発した製法が⽣まれ特許網を強化出来る可能性もある。 
◆その際に複数の関係者と開発に携わる場合には、事前に特許権利の取り決めを⾏う必要が
ある. 
◆事業化を⾏う上でのパートナー選定(企業など)は慎重に、また特別な事情がない限りは、市
場/⽤途ごとに複数のパートナーと取組める様な体制や新規パートナーの発掘を並⾏して⾏
なった⽅が良い場合も多い. 
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